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病原性制御を目指した細菌情報伝達系の研究

● 研究概要

食中毒原因菌などの病原菌は，ヒトに対して病原性をもつこ
とで嫌われています．もし、病原性が無くなれば，ヒトとの共存
も可能であり菌を殺す必要がなくなります．私達は、食中毒原
因菌に対抗する新しい手段として，細菌情報伝達系を標的とし
た，病原性抑制因子の開発を目指しています．
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【総説】
1. Diversity in Sensing and Signaling of Bacterial Sensor Histidine Kinases. Biomolecules, 11, 1524 (2021)..

情報伝達阻害剤の探索と病原性抑制作用の評価
細菌の情報伝達系（２成分制御系）のセンサータンパク質に共通して保存される領域に対す
る阻害剤を開発しています（図1、論文3）．２成分制御系は病原性に関与するだけではなく，細

胞分裂に必須のものも存在します．そのため，増殖に必須の２成分制御系をもつ黄色ブドウ
球菌や腸球菌に対しては，抗生物質としても作用します（図2）．当研究室では、新規阻害剤を

探索するとともに，黄色ブドウ球菌の病原性発現に関与する情報伝達系に対する阻害剤の評
価を行っています．

センサーのシグナル認識機構の解析
病原性発現に関わるセンサーの阻害剤開発にはセンサーの活性化メカニズムを知
ることが必要です．環境変化を感知するセンサーがどのようにシグナルを認識して活
性化するかを，酸シグナルを感知する EvgS センサー（大腸菌）（論文1, 4）や病原性
に関わる PhoQセンサー（論文2）について解析しています（総説 1）．
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カンピロバクター菌の研究
カンピロバクター菌による食中毒予防のた
めに，カンピロバター菌の環境ストレス応答と
情報伝達系の関連を研究しています．酸，酸
素，乾燥などのストレスに対する防御機構を
解明し，カンピロバクター菌の制御法の開発
をめざします．

● 論文・著書・総説
図3. カンピロバクター菌 (a) とカンピロバクター菌に
対する溶菌ファージ (b)の透過型電子顕微鏡像

図2. 情報伝達阻害剤のコンセプト
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また，家禽のカンピロバクター感染
を防ぐために，カンピロバクターに特
異的に作用するバクテリオファージを
探索しています（図3）．抗生物質投
与の代わりになるようなファージ・セ
ラピーが目標です．
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